
株式会社グランエスペランサは

を学ぶ感動・学ぶ環境
提供しています。



ザァー、ザァー、ザァー
窓の外から雨の音が聞こえてきます。

「ああ、お外で遊びたいのになあ…」
カタツムリが
雨の中を楽しそうに遊んでいるのを見ながら
けんちゃんは言いました。

まど そと あめ おと き
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粋

「一緒に遊ぼう！」
おかっぱ頭の子が
けんちゃんを誘います。

いっしょ あそ

あたま こ

さそ

まだまだ雨が降り続いている
その日の夜、
けんちゃんは夢をみました。

ひ よる

ゆめ

その子がけんちゃんの手をとって
走り出しました。
「待って、待って！」
あわててついていくと…

て

はし だ

ま ま

こ

かけっこをして、かくれんぼをして
「じゃあ、次はこれで遊ぼう！」

あそつぎ



「おはよう、けんちゃん。もう朝よ」
そこで起こされ、目が覚めました。

「たくさん遊ぶ楽しい夢をみてたのに…」
けんちゃんがそういうと
「なら、正夢ね！今日は遊べるところに行くよ」
「まさゆめ？」

お め さめ

あさ

あそ

あそきょう い

たの

まさゆめ

ゆめ

向かった先は、四角いお家。
ドアを開けると
「わあ、公園のにおいがする！」
木のよいかおりが、お部屋いっぱいに広がっています。
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「やあ、いらっしゃい。
今日はこの工房でしっかり遊んでいってね。」
くまさんみたいに大きくて、
やさしい笑顔のおじさんが言いました。
「木のうんていがある！」

きょう こうぼう あそ

おお

え がお い

き

登ったり降りたり、ぶらさがったり…
けんちゃんは、もう夢中！
一緒に行った妹のひでちゃんも
ハイハイしながら登ろうとしています。
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「ひでちゃんは、まだ小さいから危ないよ！」
けんちゃんがそう言うと、おじさんは
「じゃあ、形を変えて
 ひでちゃんも遊べるようにしよう！
 ちょっと離れて待っていてね」

ちい あぶ
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かたち か

あそ

はな ま

おじさんは、みるみるうちに
うんていからジャングルジムへ
形を変えていきました！
「すごい！変身した　かっこいい」
すべり台のでき上がり！
けんちゃんとひでちゃんは、すべり台を楽しみました。

へんしん

だい

だい たの

あ

かたち か

おじさんは、みるみるうちに
うんていからジャングルジムへ
形を変えていきました！
「すごい！変身した　かっこいい」
すべり台のでき上がり！
けんちゃんとひでちゃんは、すべり台を楽しみました。
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「あれ？」
ふと横を見るとそこには
夢で会った子にそっくりな
絵がはってあります。

よこ み

ゆめ

え

あ こ

この工房を守ってくれているんだよ。」
「あのね、おじさん。
 きのうボクの夢に粋ちゃんが出てきて、
 一緒に遊んだんだよ！」

こうぼう まも

ゆめ

いっしょ あそ

いき で

「ああ、その絵はね“粋ちゃん”。
この工房を守ってくれているんだよ。」
「あのね、おじさん。
 きのうボクの夢に粋ちゃんが出てきて、
 一緒に遊んだんだよ！」

こうぼう まも

ゆめ

いっしょ あそ

いき で

「そうか、なら正夢だね。
 今日はこのブレキッズを通して
 粋ちゃんとたくさん遊んだもんね」
「ボク、また粋ちゃんと遊びたいな！
 この木のジャングルジム、とっても楽しいもん」

まさゆめ

きょう とお

いき

いき

き たの

あそ

あそ

？」
横を見るとそこには
会った子にそっくりな
はってあります。

こ み

あ こ

「ああ、その絵はね“粋ちゃん”。「ああ、その絵はね“粋ちゃん”。



粋

それから何日か後
けんちゃんのお家に木のジャングルジム“ブレキッズ”と
粋ちゃんの絵がやってきました。
「これでずっと一緒に遊べるね！」
粋ちゃんの絵を見ながら、けんちゃんは笑顔で言いました。
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　金沢粋屋は元々が建築大工で、座敷やお茶室など和室の造作を請け負っておりました。その技術

を活かし、子どもたちにできることはないか…と始めたのが天然丸太平均台の制作です。

私たちは、温もりや命を感じられる「木」だからこそ伝わる何かがあるのだと考え、「木製遊具を

通して子どもたちの健全な心と体をはぐくむ」ことを目指し、「本物」という価値観にこだわった商

品を提供しています。

　粋屋の考える「本物」とは外からみて価値が高い・低いではなく、それ以上でも以下でもない、

ありのままということ。背伸びしてそれ以上に見せるでも、へりくだって自らを下げるでもなく、正真

正銘「ありのまま」であることを指します。素材である材木の「ありのまま」を認め、引き出すのが私

たち粋屋の役割です。立場や対象を変えれば、子どもたちの「ありのまま」を認め、引き出して

あげるのが親御さんや周りの大人たちの役割といえるでしょう。

「それ以上でもそれ以下でもないありのまま」

　粋屋が伝えたいのは「物」ではなく、「思い」や「心」であり、目に見えないもの、形のないもの

です。純真無垢な幼少期にこそ「本物」を肌で感じて欲しい、そして「本物」の価値感を、知識でなく

肌感覚で理解してもらいたい。そして、「ありのまま」であることが「本物」であり、我 人々間もそれが

一番素敵なんだということを、未来を担う子どもたちに伝えていくことが、粋屋の役目だと考えてい

ます。

「木製遊具を通して子どもたちの健全な心と 体をはぐくむ」それが、金沢粋屋の使命です

1996年 石川県金沢市で「ファンハウス」を屋号とし注文住宅の請け負いを開始。

1997年 ファンハウスと並行し「粋屋」として和室内法造作の請負を開始。

2010年 奈良県大和郡山市に工房を構え、天然丸太平均台の制作を開始。
セルフメンテナンスのためのウッドプラクティコ（木枕・腰木枕）制作開始。

2011年

2018年

ブレキエーション制作開始。

現在に 至る。

「日本全国に金沢粋屋の遊具を！世界に日本の匠の技を！」を目指し
株式会社グランエスペランサと事業提携。金沢粋屋事業部へ

事業経歴 職人略歴

金沢粋屋　佐　田　俊　弘

金沢市出身

　中京大学体育学部卒業  保健体育教職員免許取得

　大工職人として和風造作に携わる

　2010年より「金沢 粋屋」として木製遊具の制作販売を開始

　現在に至る

　一男一女の父



ブレキッズ

ウッドサイズ
腰木枕

ウッドサイズ
バランスとれっち

契りまな板

天然丸太平均台

ウッドサイズ
ヘソノ

ちぎり椅子

ウッドサイズ
木枕
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